
近
年
、
日
本
の
自
殺
者
数
の
状
況
は
、

３
万
人
台
か
ら
２
万
人
台
に
減
少
し
て

き
ま
し
た
が
、
令
和
２
年
以
降
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
な
ど
の

影
響
で
、
状
況
に
変
化
が
生
じ
て
き
て

い
ま
す
。
中
高
年
男
性
が
自
殺
者
数
の

大
き
な
割
合
を
占
め
る
状
況
は
変
わ
り

ま
せ
ん
が
、
令
和
２
年
以
降
、
自
殺
の

要
因
と
な
り
得
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

悪
化
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
特
に
女

性
や
小
中
高
生
の
自
殺
者
数
が
著
し
く

増
加
し
て
い
る
状
況
で
す
。
令
和
４
年

の
警
察
統
計
に
よ
る
と
、
全
国
の
自
殺

者
総
数
は
、
2
万
1
8
8
1
人
、
男
性

1
万
4
7
4
6
人
、
女
性
7
1
3
5
人

で
す
。
そ
の
う
ち
小
中
高
生
は
5
1
4

人
を
占
め
ま
す
。
男
性
の
自
殺
者
数
も

13
年
ぶ
り
に
増
加
し
、
小
中
高
生
の
自

殺
者
数
は
過
去
最
多
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
自
殺
死
亡
率
は
、
依
然
と
し
て

先
進
国
の
中
で
も
高
く
、
自
殺
者
数
も

２
万
人
を
超
え
る
水
準
で
推
移
し
て
い

る
こ
と
か
ら
も
、
非
常
事
態
で
す
。

こ
の
た
び
村
は
、
第
１
期
計
画
期
間

（
令
和
元
年
度
〜
令
和
５
年
度
）が
満
了

と
な
る
た
め
、
自
殺
対
策
に
関
す
る
状

況
や
動
向
、
国
が
定
め
て
い
る「
自
殺
対

策
基
本
法
」や「
自
殺
総
合
対
策
大
綱
」な

ど
の
主
旨
を
踏
ま
え
、
自
殺
対
策
を
引

き
続
き
、
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
進
め

て
い
く
た
め
、
第
２
期
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
策
定
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

・
取
組
状
況

（
１
）普
及
啓
発

毎
年
、
自
殺
予
防
週
間（
９
月
10
日
か

ら
16
日
ま
で
）お
よ
び
自
殺
対
策
強
化
月

間（
３
月
）に
重
点
を
お
い
て
自
殺
予
防
に

関
す
る
普
及
啓
発
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
２
）相
談
体
制
の
充
実

①
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談
と
こ
こ
ろ
の

相
談

こ
こ
ろ
の
健
康
、
社
会
復
帰
、
精
神

疾
患
の
治
療
や
対
応
な
ど
に
、
精
神
科

医
師
に
よ
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談

や
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
相

談
の
個
別
相
談
を
実
施
し
て
お
り
、
年
々

相
談
数
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に

相
談
し
や
す
い
体
制
が
整
備
さ
れ
て
き

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

②
清
川
村
健
康
相
談
24

村
民
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
医
師
や

保
健
師
、
看
護
師
な
ど
の
専
門
家
が
対

応
す
る
無
料
の
24
時
間
電
話
相
談
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
て
お
り
、
ス
ト
レ
ス
・

メ
ン
タ
ル
相
談
件
数
は
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
。

③
そ
の
他
の
相
談

健
康
相
談
、
高
齢
者
へ
の
総
合
相
談

や
介
護
相
談
・
認
知
症
介
護
相
談
、
障

が
い
者
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
３
）人
材
育
成
・
地
域
の
見
守
り
体
制

づ
く
り

地
域
住
民
や
関
係
団
体
な
ど
が
、
自

殺
支
援
に
関
す
る
知
識
と
技
術
を
習
得

で
き
る
よ
う
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
研

修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
４
）ハ
イ
リ
ス
ク
地
対
策

宮
ヶ
瀬
湖
な
ど
の
ハ
イ
リ
ス
ク
地
に

対
し
、
国
・
県
や
警
察
、
消
防
、
道
路

管
理
者
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、

パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
な
が
ら
、
情
報
共
有

や
橋
の
補
修
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
小
中
高
生
の
子
ど
も
や
女
性
の

自
殺
者
数
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新

た
に
取
り
組
む
べ
き
項
目
と
し
て
追
加

し
、
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

自
殺
の
背
景
に
は
、
精
神
保
健
上
の
問

題
だ
け
で
は
な
く
、
過
労
・
生
活
困
窮
・

育
児
・
介
護
疲
れ
、
い
じ
め
・
孤
立
な
ど
、

社
会
的
要
因
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

厚
木
保
健
福
祉
事
務
所
管
内
の
自
殺
死

亡
の
原
因
・
動
機（
令
和
４
年
）の
統
計
に

よ
る
と
、
第
１
位「
健
康
問
題
」、
第
２
位

「
家
庭
問
題
」、第
３
位「
経
済
・
生
活
問
題
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
殺
の
直
前
に
は
、

う
つ
病
な
ど
の
精
神
疾
患
を
発
症
し
て
い

る
こ
と
が
多
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
困
っ
た
時
は
、
誰
か
に
援
助
を
求
め

る
。」こ
の
当
た
り
前
の
よ
う
な
こ
と
が
、

こ
こ
ろ
の
不
調
を
抱
え
た
人
は
、
自
分
か

ら
周
囲
に
訴
え
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

厚
生
労
働
省
や
神
奈
川
県
、
村
の
相
談

窓
口
を
掲
載
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
一
人

で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
下
表
参

照
）ま

た
、
こ
こ
ろ
に
悩
み
を
抱
え
て
い
る

人
へ
の
支
援
に
つ
い
て
知
識
と
技
術
が
習

得
で
き
る
よ
う
に
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成

研
修
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
希
望
の
方

は
、
子
育
て
健
康
福
祉
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

自
殺
対
策
基
本
法
で
は
、
月
別
自
殺

第
１
期
計
画
の
取
組
状
況

第
２
期
計
画
に
つ
い
て

相
談
窓
口
の
活
用
を

子
育
て
健
康
福
祉
課

　健
康
福
祉
係

　保
健
師

　細
川

　朝
美

一
人
で
悩
ま
ず
、ま
ず
は
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
　〜
第
２
期
清
川
村
自
殺
対
策
計
画
策
定
に
つ
い
て
〜

者
数
が
最
も
多
い
３
月
を
自
殺
対
策
強

化
月
間
と
定
め
、「
い
の
ち
支
え
る
自
殺

対
策
」と
い
う
理
念
の
も
と
、
全
国
で
自

殺
予
防
の
啓
発
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
村
で
も
、
懸
垂
幕
の
掲
示
や
、

図
書
館
に「
い
の
ち
に
関
す
る
図
書
コ
ー

ナ
ー
」を
設
置
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。
詳
細
は
、
お
知
ら
せ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

8保健だより

問

突然のお知らせとなりますが、今年の3月を持ち
まして、私、赤松は県立煤ケ谷診療所での勤務を終
了する運びとなりました。１年間という短い間でし
たが、日々の外来診療に加えて、健診業務やワクチ
ン接種など、幅広く活動の機会を与えていただき、
微力ながらではございますが、皆さんの助けになれ
ましたら幸いです。医師として、また一人に人間と
して成長する機会を与えていただき大変感謝して
います。診察室でご挨拶できなかった方も大勢い
らっしゃいましたので、この場を借りて、退任の挨
拶とさせていただきます。

最終である今回は、新型コロナウイルス感染症に
ついてお話させていただきます。2019年末に中華
人民共和国で発生したこの感染症は、瞬く間に全世
界に広がり、私たちの生活に大きな影響を与えまし
た。2023年5月には5類感染症に移行し、過去の
病気といった印象を持たれる方もいらっしゃるか
とは思いますが、今冬も全国で流行しており、村内
でも少なくない感染者を出しています。流行初期よ
りは死亡率は低下したものの、特に高齢者では新型
コロナウイルス感染症そのものではなく、基礎疾患
の悪化のため入院、命に関わってしまうケースもあ
ります。新型コロナウイルスワクチンは発症予防、
重症化予防だけでなく、後遺症予防にも有効であ
り、また変異株への効果も確認されています。接種
を悩まれている方は、担当医にお気兼ねなくご相談
ください。なお、本年度の診療所でのワクチン接種
日は、毎週火曜日午前中で3月12日までとなって
おります。

県立煤ヶ谷診療所　☎（288）1352

退任のあいさつ

近
年
、
日
本
の
自
殺
者
数
の
状
況
は
、

３
万
人
台
か
ら
２
万
人
台
に
減
少
し
て

き
ま
し
た
が
、
令
和
２
年
以
降
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
な
ど
の

影
響
で
、
状
況
に
変
化
が
生
じ
て
き
て

い
ま
す
。
中
高
年
男
性
が
自
殺
者
数
の

大
き
な
割
合
を
占
め
る
状
況
は
変
わ
り

ま
せ
ん
が
、
令
和
２
年
以
降
、
自
殺
の

要
因
と
な
り
得
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

悪
化
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
特
に
女

性
や
小
中
高
生
の
自
殺
者
数
が
著
し
く

増
加
し
て
い
る
状
況
で
す
。
令
和
４
年

の
警
察
統
計
に
よ
る
と
、
全
国
の
自
殺

者
総
数
は
、
2
万
1
8
8
1
人
、
男
性

1
万
4
7
4
6
人
、
女
性
7
1
3
5
人

で
す
。
そ
の
う
ち
小
中
高
生
は
5
1
4

人
を
占
め
ま
す
。
男
性
の
自
殺
者
数
も

13
年
ぶ
り
に
増
加
し
、
小
中
高
生
の
自

殺
者
数
は
過
去
最
多
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
自
殺
死
亡
率
は
、
依
然
と
し
て

先
進
国
の
中
で
も
高
く
、
自
殺
者
数
も

２
万
人
を
超
え
る
水
準
で
推
移
し
て
い

る
こ
と
か
ら
も
、
非
常
事
態
で
す
。

こ
の
た
び
村
は
、
第
１
期
計
画
期
間

（
令
和
元
年
度
〜
令
和
５
年
度
）が
満
了

と
な
る
た
め
、
自
殺
対
策
に
関
す
る
状

況
や
動
向
、
国
が
定
め
て
い
る「
自
殺
対

策
基
本
法
」や「
自
殺
総
合
対
策
大
綱
」な

ど
の
主
旨
を
踏
ま
え
、
自
殺
対
策
を
引

き
続
き
、
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
進
め

て
い
く
た
め
、
第
２
期
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
策
定
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

・
取
組
状
況

（
１
）普
及
啓
発

毎
年
、
自
殺
予
防
週
間（
９
月
10
日
か

ら
16
日
ま
で
）お
よ
び
自
殺
対
策
強
化
月

間（
３
月
）に
重
点
を
お
い
て
自
殺
予
防
に

関
す
る
普
及
啓
発
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
２
）相
談
体
制
の
充
実

①
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談
と
こ
こ
ろ
の

相
談

こ
こ
ろ
の
健
康
、
社
会
復
帰
、
精
神

疾
患
の
治
療
や
対
応
な
ど
に
、
精
神
科

医
師
に
よ
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談

や
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
相

談
の
個
別
相
談
を
実
施
し
て
お
り
、
年
々

相
談
数
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に

相
談
し
や
す
い
体
制
が
整
備
さ
れ
て
き

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

②
清
川
村
健
康
相
談
24

村
民
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
医
師
や

保
健
師
、
看
護
師
な
ど
の
専
門
家
が
対

応
す
る
無
料
の
24
時
間
電
話
相
談
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
て
お
り
、
ス
ト
レ
ス
・

メ
ン
タ
ル
相
談
件
数
は
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
。

③
そ
の
他
の
相
談

健
康
相
談
、
高
齢
者
へ
の
総
合
相
談

や
介
護
相
談
・
認
知
症
介
護
相
談
、
障

が
い
者
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
３
）人
材
育
成
・
地
域
の
見
守
り
体
制

づ
く
り

地
域
住
民
や
関
係
団
体
な
ど
が
、
自

殺
支
援
に
関
す
る
知
識
と
技
術
を
習
得

で
き
る
よ
う
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
研

修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
４
）ハ
イ
リ
ス
ク
地
対
策

宮
ヶ
瀬
湖
な
ど
の
ハ
イ
リ
ス
ク
地
に

対
し
、
国
・
県
や
警
察
、
消
防
、
道
路

管
理
者
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、

パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
な
が
ら
、
情
報
共
有

や
橋
の
補
修
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
小
中
高
生
の
子
ど
も
や
女
性
の

自
殺
者
数
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新

た
に
取
り
組
む
べ
き
項
目
と
し
て
追
加

し
、
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

自
殺
の
背
景
に
は
、
精
神
保
健
上
の
問

題
だ
け
で
は
な
く
、
過
労
・
生
活
困
窮
・

育
児
・
介
護
疲
れ
、
い
じ
め
・
孤
立
な
ど
、

社
会
的
要
因
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

厚
木
保
健
福
祉
事
務
所
管
内
の
自
殺
死

亡
の
原
因
・
動
機（
令
和
４
年
）の
統
計
に

よ
る
と
、
第
１
位「
健
康
問
題
」、
第
２
位

「
家
庭
問
題
」、第
３
位「
経
済
・
生
活
問
題
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
殺
の
直
前
に
は
、

う
つ
病
な
ど
の
精
神
疾
患
を
発
症
し
て
い

る
こ
と
が
多
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
困
っ
た
時
は
、
誰
か
に
援
助
を
求
め

る
。」こ
の
当
た
り
前
の
よ
う
な
こ
と
が
、

こ
こ
ろ
の
不
調
を
抱
え
た
人
は
、
自
分
か

ら
周
囲
に
訴
え
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

厚
生
労
働
省
や
神
奈
川
県
、
村
の
相
談

窓
口
を
掲
載
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
一
人

で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
下
表
参

照
）ま

た
、
こ
こ
ろ
に
悩
み
を
抱
え
て
い
る

人
へ
の
支
援
に
つ
い
て
知
識
と
技
術
が
習

得
で
き
る
よ
う
に
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成

研
修
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
希
望
の
方

は
、
子
育
て
健
康
福
祉
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

自
殺
対
策
基
本
法
で
は
、
月
別
自
殺

煤ヶ谷診療所
釜田医師
煤ヶ谷診療所
赤松医師

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

＜村の相談事業＞

＜神奈川県＞
こころの電話相談（24時間）
☎フリーダイヤル0120（821）606
いのちのほっとライン＠かながわ

LINE
いのちのほっとライン＠かながわ 厚生労働省のページ

＜厚生労働省＞
不安や悩みを抱える方への
相談窓口について

メンタルヘルス相談（予約制）
（精神科医師：年３回）

子育て健康福祉課☎（288）3861

☎フリーダイヤル0120（288）132

こころの相談室（予約制）
（臨床心理士：年４回） 
健康相談（随時：保健師）
来所、訪問など対応します

清川村健康相談24
医師、保健師、看護師などの専門職が
24時間電話で対応します

問 申

者
数
が
最
も
多
い
３
月
を
自
殺
対
策
強

化
月
間
と
定
め
、「
い
の
ち
支
え
る
自
殺

対
策
」と
い
う
理
念
の
も
と
、
全
国
で
自

殺
予
防
の
啓
発
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
村
で
も
、
懸
垂
幕
の
掲
示
や
、

図
書
館
に「
い
の
ち
に
関
す
る
図
書
コ
ー

ナ
ー
」を
設
置
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。
詳
細
は
、
お
知
ら
せ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

9 診療所だより



問

突然のお知らせとなりますが、今年の3月を持ち
まして、私、赤松は県立煤ケ谷診療所での勤務を終
了する運びとなりました。１年間という短い間でし
たが、日々の外来診療に加えて、健診業務やワクチ
ン接種など、幅広く活動の機会を与えていただき、
微力ながらではございますが、皆さんの助けになれ
ましたら幸いです。医師として、また一人に人間と
して成長する機会を与えていただき大変感謝して
います。診察室でご挨拶できなかった方も大勢い
らっしゃいましたので、この場を借りて、退任の挨
拶とさせていただきます。

最終である今回は、新型コロナウイルス感染症に
ついてお話させていただきます。2019年末に中華
人民共和国で発生したこの感染症は、瞬く間に全世
界に広がり、私たちの生活に大きな影響を与えまし
た。2023年5月には5類感染症に移行し、過去の
病気といった印象を持たれる方もいらっしゃるか
とは思いますが、今冬も全国で流行しており、村内
でも少なくない感染者を出しています。流行初期よ
りは死亡率は低下したものの、特に高齢者では新型
コロナウイルス感染症そのものではなく、基礎疾患
の悪化のため入院、命に関わってしまうケースもあ
ります。新型コロナウイルスワクチンは発症予防、
重症化予防だけでなく、後遺症予防にも有効であ
り、また変異株への効果も確認されています。接種
を悩まれている方は、担当医にお気兼ねなくご相談
ください。なお、本年度の診療所でのワクチン接種
日は、毎週火曜日午前中で3月12日までとなって
おります。

県立煤ヶ谷診療所　☎（288）1352

退任のあいさつ

近
年
、
日
本
の
自
殺
者
数
の
状
況
は
、

３
万
人
台
か
ら
２
万
人
台
に
減
少
し
て

き
ま
し
た
が
、
令
和
２
年
以
降
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
な
ど
の

影
響
で
、
状
況
に
変
化
が
生
じ
て
き
て

い
ま
す
。
中
高
年
男
性
が
自
殺
者
数
の

大
き
な
割
合
を
占
め
る
状
況
は
変
わ
り

ま
せ
ん
が
、
令
和
２
年
以
降
、
自
殺
の

要
因
と
な
り
得
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

悪
化
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
特
に
女

性
や
小
中
高
生
の
自
殺
者
数
が
著
し
く

増
加
し
て
い
る
状
況
で
す
。
令
和
４
年

の
警
察
統
計
に
よ
る
と
、
全
国
の
自
殺

者
総
数
は
、
2
万
1
8
8
1
人
、
男
性

1
万
4
7
4
6
人
、
女
性
7
1
3
5
人

で
す
。
そ
の
う
ち
小
中
高
生
は
5
1
4

人
を
占
め
ま
す
。
男
性
の
自
殺
者
数
も

13
年
ぶ
り
に
増
加
し
、
小
中
高
生
の
自

殺
者
数
は
過
去
最
多
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
自
殺
死
亡
率
は
、
依
然
と
し
て

先
進
国
の
中
で
も
高
く
、
自
殺
者
数
も

２
万
人
を
超
え
る
水
準
で
推
移
し
て
い

る
こ
と
か
ら
も
、
非
常
事
態
で
す
。

こ
の
た
び
村
は
、
第
１
期
計
画
期
間

（
令
和
元
年
度
〜
令
和
５
年
度
）が
満
了

と
な
る
た
め
、
自
殺
対
策
に
関
す
る
状

況
や
動
向
、
国
が
定
め
て
い
る「
自
殺
対

策
基
本
法
」や「
自
殺
総
合
対
策
大
綱
」な

ど
の
主
旨
を
踏
ま
え
、
自
殺
対
策
を
引

き
続
き
、
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
進
め

て
い
く
た
め
、
第
２
期
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
策
定
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

・
取
組
状
況

（
１
）普
及
啓
発

毎
年
、
自
殺
予
防
週
間（
９
月
10
日
か

ら
16
日
ま
で
）お
よ
び
自
殺
対
策
強
化
月

間（
３
月
）に
重
点
を
お
い
て
自
殺
予
防
に

関
す
る
普
及
啓
発
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
２
）相
談
体
制
の
充
実

①
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談
と
こ
こ
ろ
の

相
談

こ
こ
ろ
の
健
康
、
社
会
復
帰
、
精
神

疾
患
の
治
療
や
対
応
な
ど
に
、
精
神
科

医
師
に
よ
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談

や
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
相

談
の
個
別
相
談
を
実
施
し
て
お
り
、
年
々

相
談
数
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に

相
談
し
や
す
い
体
制
が
整
備
さ
れ
て
き

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

②
清
川
村
健
康
相
談
24

村
民
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
医
師
や

保
健
師
、
看
護
師
な
ど
の
専
門
家
が
対

応
す
る
無
料
の
24
時
間
電
話
相
談
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
て
お
り
、
ス
ト
レ
ス
・

メ
ン
タ
ル
相
談
件
数
は
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
。

③
そ
の
他
の
相
談

健
康
相
談
、
高
齢
者
へ
の
総
合
相
談

や
介
護
相
談
・
認
知
症
介
護
相
談
、
障

が
い
者
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
３
）人
材
育
成
・
地
域
の
見
守
り
体
制

づ
く
り

地
域
住
民
や
関
係
団
体
な
ど
が
、
自

殺
支
援
に
関
す
る
知
識
と
技
術
を
習
得

で
き
る
よ
う
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
研

修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
４
）ハ
イ
リ
ス
ク
地
対
策

宮
ヶ
瀬
湖
な
ど
の
ハ
イ
リ
ス
ク
地
に

対
し
、
国
・
県
や
警
察
、
消
防
、
道
路

管
理
者
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、

パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
な
が
ら
、
情
報
共
有

や
橋
の
補
修
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
小
中
高
生
の
子
ど
も
や
女
性
の

自
殺
者
数
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新

た
に
取
り
組
む
べ
き
項
目
と
し
て
追
加

し
、
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

自
殺
の
背
景
に
は
、
精
神
保
健
上
の
問

題
だ
け
で
は
な
く
、
過
労
・
生
活
困
窮
・

育
児
・
介
護
疲
れ
、
い
じ
め
・
孤
立
な
ど
、

社
会
的
要
因
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

厚
木
保
健
福
祉
事
務
所
管
内
の
自
殺
死

亡
の
原
因
・
動
機（
令
和
４
年
）の
統
計
に

よ
る
と
、
第
１
位「
健
康
問
題
」、
第
２
位

「
家
庭
問
題
」、第
３
位「
経
済
・
生
活
問
題
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
殺
の
直
前
に
は
、

う
つ
病
な
ど
の
精
神
疾
患
を
発
症
し
て
い

る
こ
と
が
多
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
困
っ
た
時
は
、
誰
か
に
援
助
を
求
め

る
。」こ
の
当
た
り
前
の
よ
う
な
こ
と
が
、

こ
こ
ろ
の
不
調
を
抱
え
た
人
は
、
自
分
か

ら
周
囲
に
訴
え
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

厚
生
労
働
省
や
神
奈
川
県
、
村
の
相
談

窓
口
を
掲
載
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
一
人

で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
下
表
参

照
）ま

た
、
こ
こ
ろ
に
悩
み
を
抱
え
て
い
る

人
へ
の
支
援
に
つ
い
て
知
識
と
技
術
が
習

得
で
き
る
よ
う
に
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成

研
修
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
希
望
の
方

は
、
子
育
て
健
康
福
祉
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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清川村健康相談24
医師、保健師、看護師などの専門職が
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も
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を
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化
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間
と
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、「
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の
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支
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る
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殺
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策
」と
い
う
理
念
の
も
と
、
全
国
で
自

殺
予
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の
啓
発
活
動
な
ど
を
行
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て
い

ま
す
。
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で
も
、
懸
垂
幕
の
掲
示
や
、

図
書
館
に「
い
の
ち
に
関
す
る
図
書
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ー
」を
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ま
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の
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さ
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介
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